
平和都市宣言

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

しかしながら、今日ぢお世界の動きは.核戦

争の危機をはらみ、誠に憂慮にたえない。

わが国は唯一の被爆国として、核兵~の恐ろ
しさと‘被爆者の苦しみを全世界の人々に訴え‘

再び広島・長崎の惨禍を繰り返してはならない。

我孫子市(e!:市民の生命と安全を守るため、い

かなる国のいかなる核兵器に対しでも.その廃

絶を求め.ここに平和都市を宣言する。

@ 

市
は
、

「市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
社
会
に
貢
献
す

る
活
動
や
市
民
事
撲
を
支
援
す
る
拠
点
と
し
て
、
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
を
6
月
9
日
(土
)、
市

民
会
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

作業室

コピー機(有料)・印刷機・裁
断機・製本機が利用できます

フリースペース
打ち合わせや作業
などができます

細業主側鮪制約欄
情報コーナー

・必要な情報をインターネットで検索できます
.必要な書類をパソコンで作成できます
・ホームページで皆さんの活動情報を発信します
.さまざまなイベント情報をお知らせします
・メ ールボックスで団体同士の情報交流ができます
.図書および資料の閲監ができます

備晶ロッカーの貸し出し
備品を収納するロッカーが
利用できます(有料)

研修事業
活動や事業に必要な講座
や研修会を行います

今
ま
で
組
大
ゴ
ミ
は
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

7
月

か
ら
、
氾
話
巾
し
込
み
に
よ
る
戸
別

収
集
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
に
作
い
、
9
月
か
ら
組
大
ゴ

ミ
は
有
料
に
な
り
ま
す
が
、
憎
備
期

間
と
し
て
、
2
カ
月
間

(7
月
2
日

か
ら
8
月
引
日
ま
で
)
は
無
料
で
戸

別
収
集
を
行
い
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
の
種
類
と
基
準

市
が
指

定
し
た
品
目

(下
表
参
照
)
お
よ
び

一
辺
の
長
さ
が
1
m
以
上
の
も
の

※
テ
レ
ピ

・
洗
刷
機

・
冷
崎
市
m-
エ

ア
コ
ン
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家
屯
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H
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除
く

申
し
込
み

7
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2
け
か
ら
屯
析
で
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
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宮
(別
)
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へ
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ま
で
)

出
し
方

1
.い
辿
て
は
玄
関
先
に
、

集
合
住
宅
は

1
附
人

n付
近
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

電話申llJ，込みで戸別収集

市
内
の
市
民
活
動
は
、

稲
祉
・
蹴

境
・
青
少
年

・
国
際
交
流
な
ど
多
分

野
に
わ
た
り
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
多
彩
な
在
宅
相
祉
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
る

「ま
ど
か
」、

高
齢
者

・
附
害
者
の
た
め
の
附
易
な

住
宅
改
造
を
行
っ
て
い
る
「
デ
イ
ヘ

ル
プ
」
、
シ
ニ
ア
の
生
漉
学
習
の
助

を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
叫
あ
び
こ
」

の、

3
つ
の

N
P
O法
人
も
市
内
に

誕
生
し
ま
し
た
。

市
は
昨
年
8
月
、
こ
れ
ら
の
市
民

活
動
団
体

(1
5
1
団
体
)
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
活
動
の
場

・
情
報

・

戸
別
収
集
で
ゴ
ミ
を
出
し
や
す
く、

減
量
化
も
推
進

*
日
齢
者
や
附
市
川
口
を
持
つ
い
刀
々
が
大

型
の
胤
大
ゴ
ミ
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
述
ば
な
く
て
す
み
ま
す
。

*
今
ま
で
プ
レ
ス
唱
で
つ
ぶ
し
て
い

た
粗
大
ゴ
ミ
も
、

一戸
別
収
集
に
な
る

と
壊
さ
ず
に
回
収
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い

工
哀
守
で
再
利
用
が
で
き
、
ゴ
ミ
の

減
n
M
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
益
者
負
担
に
ご
理
解
を

戸
別
収
集
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

に
比
べ
収
集
・
運
搬
に
経
費
が
か
か

}

る
こ
と
か
ら
、
そ
の

一
部
主

義

将

が

の
特
さ
ん
に
ご
負
犯
い
た
だ
き
ま
す
。

ー

料
金
は
、

1
点
7
0
0円

(税
込

の一

み
)
で
す
が
、
肉
分
で
ク
リ
ー
ン
セ

悶

ン
タ
1
へ
運
ん
だ
場
合
は
無
料
で
す
。

{疋

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

哨

u門

4

J

t
、

ふ

'

y

・・・

2
(剖
)
5
3
7
4

印
刷
機
の
提
供
や
、
市
役
所
内
の
各

都
の
迎
絡
訓
挫
な
ど
多
く
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
市
は
、
市
民
活
動
を

総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て

「市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
い
く
た

め
、
現
在
、
市
民
で
組
織
し
た

「セ

ン
タ
ー
設
立
準
備
会
」
で
検
討
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
「
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
迎
党
委
n
H
会
」
を
設
立
し
て

い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
は

市
内
で
市
民
公
訴
活
動
や
市
民
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
(
下
図
参
照
)
。

O
市
民
公
益
活
動
と
は

(次
の
す
べ

て
に
あ
て
は
ま
る
も
の
)

*
自
主
性
・
自
立
性
に
基
づ
く
活
動

*
市
民
の
生
活
の
向
上
や
改
普
に
結

び
つ
き
、
社
会
に
賞
献
す
る
活
動

*
継
続
的
な
活
動

(将
来
的
に
大
き

な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
新
規
活
動

も
対
象
)

笠
宮
利
を
目
的
と
し
な
い
活
動

*
市
民
に
対
し
常
に
活
動
内
容
が
聞

か
れ
た
活
動

O
市
民
事
業
と
は

*
地
域
政
組
を
解
決
し
た
り
、

地
域

の
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た
物

・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
、
市
民
が
起
こ

す
事
救

場
所

市
民
会
館
2
階
市
民
談
話
室

内

(〒
2
7
o
l
-
-
6
6我
孫
子

市
我
孫
子
1
8
5
5
)

電
話

・
フ
ァ
ク
ス
番
号
宮
(白
)
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3
7
0
四
(白
)
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(い
ず
れ

種 類 単 品 目 セットで取り扱う品目

タンス類、本棚、食器棚、 机(イス)、鏡台 (イス)、ソファ
家具類 ロッカー、テーブル、サイ 一(3人掛1人1点掛3、個2人で掛1個と1人掛1個

， 
ドボード、げた箱 で1点、 1点)

電化製品類
乾燥機、マッサージ捜、 電気ゴタツ(桓含む)、 ステレオ (ス
電気カーペット ビーカー)、 I~') コン (付属品)

木製建具類 ドア、雨戸 ふすま (4枚)、障子 (4枚)

スプリング入りマットレス、
ベッド(マッ ト)、 座イス (4個)、

寝具敷物類 じゅうたん、カーぺッ 卜、
イス (4脚)

ウッド.カーペッ ト

衛生器具類
流し台、 レンジ台、

物干し台(一対)洗面化粧台、ポリ浴槽

趣味遊具類
琴、 サーフボード、 工レクトーン(イス)、オルガン
滑り台、ブランコ (イス)、スキー板(一対)

アコーデイオンカーァン、
枝木(一束の太さ50cm以内、長さ2m以内)、

その他 仏壇、木材(1本の太さ10cm
ビニールトタン(4枚)、ブラインド(4本)

以上20cm未満、長さ2m以内)

場
・
情
報
・
機
会
を
提
供

日
待
均
冷
彦

助
を
文
探
す
る
拠
点
が
市
民
的
動

セ
ン
タ
ー
で
す
。
打
ち
合
わ
せ
に

フ
リ
ー
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど

「
場
の
従
供
」
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
受
発
信
な
ど

「的

報
の
提
供
」
、
研
修
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
よ
る
活
動
の
き
っ
か
け

づ
く
り
な
ど
「
機
会
の
提
供
」
の

3
つ
を
行
い
ま
す
。

よ
り
使
い
や
す
く
祈
効
な
拠
点

と
な
る
よ
う
、

市
民
の
押
さ
ん
と

協
同
で
内
科
の
充
尖
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ひとりが輝く

市

長

ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け
で

進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
民

・
企
業

・
行
政
が
迎
切
に

役
割
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
任

を
果
た
し
、
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
発
櫛
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。と

く
に
我
孫
子
市
は
、
様
々
な

市
民
活
動、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
活
発
で
、
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
や

ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
市
民
の
押
さ
ん
の
活

も
6
月
9
日
か
ら
)

開
館
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後

9
時

(金

・
土
昭
日
は
午
後
山
時

ま
で
)

休
館
日

第
2
・
4
月
間
明
日
、
は

月
刊
品
目
か
ら
1
月
4
日

問
い
合
わ
せ
市
民
活
動
支
暖
諜

・

内
線
4
8
8

。
市
民
談
話
室
は
、
今
ま
で
通
り

利
川
で
き
ま
す
。

な
お
、
利
川
時

間
や
休
館
日
は
、
市
民
間
勤
セ
ン

タ
ー
と
同
じ
で
す
。

オ
E
ブ
ン
記
念
講
演
会

3
ま
ち

e

つ
く
り
は
地
域
の
手
で
3

講
師
に
田
中
武
夫
さ
ん
を
お
招
き

し
、
「新
た
な
挑
戦
ま
ち
づ
く
り

は
地
域
の
手
で
1
ま
ち
づ
く
り
会
社

の
実
践
か
ら
学
ぶ
1
」
を
テ
l
マ
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
、
足
立
区
で

H

ま
ち

づ
く
り
は
地
域
の
手
で
H

を
合
い
-バ

楽
に
、
住
民
主
体
の
発
想
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
会
社
「
ア
モ
l
ル
・
ト
l

ワ
」
を
設
立
。
病
院
の
じ
列
席
・
レ
ス

ト
ラ
ン
経
営
、
学
校
給
食
の
受
託
、

-男女共同参画都市

Vセンターを利用できる活動の範囲(青色内)

-社会が輝く

趣味・スポーツ活動

市民公益活動・市民事業

(NPOの活動 )

福祉・環境・青少年・国際交流
など社会に貢献する活動

NPO以外の法人
自治会・町内会活動

同
齢
者
宅
へ
の
昼
食
配
達
、
空
き
応

舗
を
活
用
し
た
障
害
者
同
体
の
パ
ン

脂
経
営
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を

閉
ん
で
宍
説
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

6
月
9
H
(上
)
午
後

2
時
か
ら
4
時
、
市
民
会
館
大
会
議

富
山
(
参
加
川
燃
料
)

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
支
援
謀

・

内
線
4
8
8



(2) 

「

市

民

の

環

境

配

慮

指

針

」

を

策

定

し

ま

し

た

環
績
に
や
さ
し
い
く
ら
し
と
行
動
で
ま
ち
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
よ
う

事

業

者

ノ¥

2001.6.1 

も
の
へ
と
転
換
す
る
た
め
の
手
引
性

で
、
「市
民
の
く
ら
し
編
」
と
「
事

染
者
の
活
動
制
」
と
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
左
衰
の

と
お
り
で
す
。

ま
た
指
針
で
は
、
市
民

・耶
按
者

の
皆
さ
ん
が
積
極
的

・
自
主
的

・
主

体
的
に
環
境
に
や
さ
し
い
く
ら
し
ゃ

耶
業
活
動
を
行
う
た
め
に
、
具
体
的

な
取
り
組
み
と
、
そ
の
効
川引
を
明
椛

に
示
し
、
部
境
配
応
型
行
動
へ
の
転

換
を
す
寵
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
3
月
、
市
は
「
市
民

・
事
業

者
へ
の
部
別
配
胤
指
針
」
を
「
我
孫

子
市
部
境
基
本
叶
画
」
の
付

M
方
針

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
指
針
は
、
市
民
の
く
ら
し
と

事
業
者
の
活
動
を
環
境
に
や
さ
し
い

-司・-
市民のくらし編

環境配慮指針)
事業者の活動編

1 )肱
初、行動し、 広げ否 麟 保全活動への離的な叫 札、広げ否 環境劃 ヒへの取り組み

2)地琢温暖化対策や省 自動車からの負荷の低減
d自動車使用での負荷の低減 i 工ネ ・省資源に取り 電気・ 鰍 被用量の低減

2)くらしを工夫して、地獄
H電気使用量の低減 組む フロンガスの排出の低減

温暖化対策や省エネ ・省 {燃料使用量の低減 大気環境保全の取り組み

資源に取り組む
{フロンガスの排出の低減 騒音・振動の防止の取り組み } 

{水を上手，:使う取り組み ) i 3)くらレをおびやかす
水環境の保全の取り組み } 

1霊場問題を解決す否 地盤・土壊 ・地下水の保全の取り組み)

3)身……善や 「 i散らの水質汚濁負荷の側 J有害化学物質文様の取り組み

環境美化に取り組む 環境凱への取り組み j 新たな化学物質の対策の取り組み

4)自然が感じられる住宅地 1 4) ~!::~~~~~~~::~事業活動に伴う廃棄物の排出Eの削減
づくりを進め否 住宅地内外での取り組み 4)新たな資源循環型シ さらなる資源化への取り組み

ステムづくりに挑戦
ーしを乱 闘 こrtこ臨した桜叩 醐 i する 同不 法 投 棄 不 組 側

やさしい新たなライフス : N最終処分量の削減
タイルを割り出す 環境にやさしい住宅づくりの取り組みJ;

: 5)水循環システムづく 水循環の回復への取り組み
6)自然に恵まれてきた文化や 文化や知恵加入れりしJ りを進める 節水の取り組み

知恵をくらしに取り入れ否 の取り組み ; 
環境負荷の少ない製品の積極的な製造

7)…源循環-1ごみの排出量の削減 ): 6)臓 にや…た 販売

ムづくりに挑戦する 資源化・リサイクルの取り組み1: な職活動倒り出腕舗の少ない製品の積極的な購入
す ・使用

8)健全な水循環づくりを進める H水循環の回復への取り組み q環境マネジメン卜に関する取り組み

ti' a 第1046号

こ
こ
で
は
、
市
民
の
く
ら
し
編
の

一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
や
省
エ
ネ
対
策
へ

の
取
り
組
み

く
ら
し
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

配
慮
が
、

温
室
効
mmガ
ス
で
あ
る
二

酸
化
炭
素

(C
0
2
)
の
削
減
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
資
源
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
の
家
計
の
節
約
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
(表
1
参
照
)

身
近
な
水
ま
わ
り
の
改
善
や
環
境
奨

化
へ
の
取
り
組
み

流
し
台
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
の
使
用

や
、
食
べ
残
し
を
下
水
に
流
さ
な
い

な
ど
の
配
邸
で
、
身
近
な
川
や
手
到

沼
な
ど
へ
の
ね
荷
を
削
減
で
き
、
州
…

な
ど
の
生
物
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

蹴
境
が
保
た
れ
ま
す
。
(表
2
参
照
)

環
境
に
や
U
ほ
し
い
新
た
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
創
り
出
す

家
庭
用
品
は
、
く
り
返
し
使
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
を
腕
入

・

使
川
し
ま
し
ょ
う
。

術
生
用
品
な
ど
は
、
部
品
交
換
等

の
修
理
が
可
能
で
、
省
エ
ネ

・
物
資

源
型
の
も
の
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

時
抗
へ
の
負
荷
が
少
な
い
再
生
品
、

エ
コ
マ
l
ク

・
グ
リ
ー
ン
マ
l
ク
附

品
な
ど
を
優
先
的
に
購
入

・
使
用
し

ま
し
ょ
う
。
(表
3
参
照
)

d

司
表
3

環
境
ラ
ベ
ル

省エネ・省資源・省コストのためのくらしのメモ

省エネ・省資源への取り組み 1年間の節約金額

冷房を 1日1時間消す 電気代 約1400円

暖房を 1日1時間消す 電気代 約2600円

照明を」まめに消す 電気代 約1900円

電気用品の主電源を」まめに消す 電気代 約2400円

10分間のアイドリングをやめる ガソリン代 約5600円

往復4kmのマイカー通勤を週2目減らす ガソリン代 約4800円

v表 1魚が生息できる水質にするために必要な水の量

種類と量 必要な水の量

しょうゆ 大さじ 1杯 (15ml) 450.e 
フーメン 汁容器 1杯 (200ml) 1000.e 
米のとぎ汁 1回目にでる分 (500ml) 1200.e 
牛乳 コップ 1杯 (180m!) 2800.e 
マヨネーズ大 さ じ 1杯 (15m!) 3600.e 
天ぷら油 500ml 99000.e 

v表 2

エコマーク
ー・・・・・ ・・・・・ ・ー---

愈
グリーンマーク
ーーー・・・・.・ー ーーーー--

。
クリーンマーク

Rマーク
-ーーーーーー・ーーーーーー

ta三三

こ
の
「
市
民

・事
業
者
へ
の
環
境

配
慮
指
針
」
を
、
手
賀
沼
謀

(西
別

館
4
附
)
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
情
報
資
料
室

(市
役

所
本
庁
舎
l
階
)
、
市
民
凶
3
航、

お
よ
び
市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

手
賀
泊
諜

・
内
線
5

6
8
 

国民健康保険

医療費通知を

郵送 じます

国
民
健
康
保
険
に
よ
り
受
診
さ
れ

た
方
に
、
定
則
的
に
医
療
班
の
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
納
め
た
保
険
税
と

隠
出
資
の
し
く
み
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
皆
さ
ん
が
受
珍
さ
れ
た

医
療
貨
の
自
己
負
担
額
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
、
受
診
を
抑
制
す

る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
と
き
は
十
分
な
治
械
を
受

け
、
病
気
の
早
期
発
見

・
早
期
治
抑

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

※
老
人
保
他
法
に
よ
る
医
療
費
は
、

別
に
通
知
し
ま
す

通
知
内
容

①
受
診
年
月、

受
診
者

名

安

議

区

分

③

日

数

露

療
機
関
名
⑤
自
己
負
担
制
⑤
保

険
者
缶
詰
一
組

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
融

・
内
線

3
2
4
・
3
2
5

d

司
国
民
健
康
保
険
医
療
貨
の
通
知

市4
平成 時|

年
3 1 11 9 6 13 期
月 月 月 月 月年

10 8 6 3 
成平月 月 月 月

"官内相力、 台、 カ、 台、 市312
り ら ら b 年年

呈療ESA 診11 9 7 5 212 
月

権言月2主
月

診療月 轟雰gら. 診 療民多 月療
分 分 うヨト 分

入
院
中
の
食
事
代
は
、
治
療
費
と

は
別
に
、

一
日
に
つ
き
7
8
0円
が

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
税

が
非
税
税
の
世
帯
な
ど
の
国
民
他
版

保
険
加
入
者
は
、
申
前
に
よ
っ
て
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
(下
表
参
照
)

軽
減
を
受
け
る
に
は
「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
祇
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
凶
保
年
金

諜
へ
申
筒
し
て
く
だ
さ
い
。
(
老
人

医
療
A
志
向
者
は
介
護
支
援
説
へ
)

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
認
定
証
が

発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

田中調節池内

盛主 行為 13
河川浪It:よU
規制され宅いま曹

現
在
、
軽
減
を
受
け
て
い
る
方
も

再
度
手
続
き
を

現
荘
、
犠
減
を
受
け
て
い
る
方
も

6
月
1
日
か
ら
新
年
度
の
切
り
称
、
え

と
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
、
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た、

入
院
日
数
が
卯
日
を
越
え

る
と
、
負
担
額
は
さ
ら
に
慨
減
さ
れ

ま
す
の
で
、
巾
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
、
高
級
療
設

費
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

・
内
線

介
護
支
援
諜

・
内
線
4
1

q
d
つb
dせ

4 
ふ
だ
ん
は
穏
や
か
に
流
れ
て
い
る

利
根
川
も
、
大
雨
が
降
る
と
増
水
し
、

洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
・利
根
川
に
鬼
怒
川
が
合
流
す
る

付
近
で
は
こ
う
し
た
危
険
が
附
大
す

る
こ
と
か
ら
、

3
つ
の
調
節
池
で
利

根
川
の
増
加
す
る
水
を
貯
留
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
洪
水
を
防
ぎ
、
皆
さ
ん

の
生
命

・
財
産
を
守
っ
て
い
ま
す
。

股
近
、
田
中
調
節
池
内
(
利
根
運

河
か
ら
国
道
6
考
の
北
側
ま
で
)
で

-. _. 

一 般加入者 1日780円

市民税非課 90日までの入院 1日650円 i

税世帯等 90日を超える入院
1日500円

(過去12カ月の入院日数)

市民税非課税世帯等で

老齢福祉年金を受けている方
1日300円

v入院中の食事代自己負担額住
設
残
ヒ
等
に
よ
る
盛
土
行
為
が

行
わ
れ
、
調
節
池
と
し
て
の
機
能

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
行
為
は
河
川
法
に
基
づ
き

規
制
さ
れ
、
例
則
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
同
叫
ん
正
業
者
か
ら
の

相
次
が
あ
っ
て
も
、
絶
対
に
受
け

入
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
利
根

川
上
流
工
呪
市

4

務
所
守
谷
出
張
所

宮

0
2
9
7
(特
)
2
4
4
1， 
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第
凶
岡
あ
や
め
ま
つ
り

ω目
隠

3
S場
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

。
お
茶
附
(
肝
山
…
)
・:@

。
遊
覧
船
の
迎
航
@
1
⑤
(
一

人
片

問
い
合
わ
せ

あ
や
め
ま
つ
り
実
行

... -
あ
や
め
ま
つ
り
が
6
月
3
日
(
日
)

か
ら
げ
円
(
日
)
ま
で
川
似
さ
れ
ま
す
。

川
円
(
け
)
に
は
、
吋
空
市
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時

6
月
山
田

(
臼
)
午
前
川
時
か
ら
午
後
4
時

(雨

天
の
場
合
は
げ
日
に
延
期
)

場
所

・
内
容

@
手
川
μ沼
公
園
多
目

的
広
場

⑤
我
孫
子
手
釘
沼
漁
協

@
水
生
植
物
図

(
下
図
参
照
)

。
…μ
物
天
国
広
場

(背
空
市
)
・:@

@
子
ど
も
広
場
(飢
の
つ
か
み
取
り
)

・:⑤
(
一

人
1
回
1
0
0円
)

。
我
孫
子
吹
発
楽
同
の
出
家
:
ぬ
⑤

@
風
船
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
ム
u
A
1
2

0
0例
)
・:
ぬ
め
⑤

。
加
燃
料
包
丁
研
ぎ
、
新

-m改
築
相

談
:
・@

(
包
丁
研
ぎ
は
先
着
2
0
0

ti: 事

第7回手賀沼工コマラソン

出場者を募集

秋の手賀沼湖畔を走ろラ

2001.6.1 

H

よ
み
が
え
る
手
賀
柄
、
さ
わ
や

か
に
定
ろ
う
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

山
月
羽
け
(
口
)
に
開
催
さ
れ
る
第
7

川
下
加
以
前
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
山

崎
将
を
必
仙
惜
し
ま
す
の

こ
の
大
会
は
、
下
白
川
流
域
の
2

ぃm
l
町
が
、
環
境
問
体
や
文
化
同
体
、

ス
ホ
l
ツ
川
体
、
民
一
師
会
な
ど
の
協

-Hを
得
て
間
倒
し
て
い
る
も
の
で
、

昨
年
は
全
同
か
ら
約
7
0
0
0人
の

了
一

人
2
丁
ま

τ
ハ
サ
ミ
不
可
)

@
カ
ラ
オ
ケ
大
会
:
ぬ

⑤

。
ミ
ニ

S
L広
場
・:@

(
い燃料
)

。
写
只
コ
ン
テ
ス
ト
:
・。

(
雨
天
の

助
合
も
実
施
)

。
大
正
琴

・
太
鼓
・:ぬ

6

0
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
・:@

種 夕 日 II~ド 他
目 ! 日寺 を l肉l

ト 走ラ
10 りン
月 4友ナ
28き 1
11 まカf

仁1';:)た雨
午。の
前手
10 n 
I時 t召
ス j市j

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

(
引・

0

9
7
5
M
)
 

参
加
資
格

問
成
以
上
の
他
山
な
方

で
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
2
時
間
却

分
以
内
で
完
点
で
き
る
万

定
員

先
必
7
0
0
0人
(参
加
賀

振
込
口
付
順
)

参
加
費

3
0
0
0円

大
会
要
項
配
布
場
所

市
役
所
本
庁
、

科
支
所

・
行
政
連
絡
所
、
教
育
委
此

会
、
市
民
体
育
館

申
し
込
み

大
会
要
項
に
添
付
の
振

梓
川
紙
に
必
要
ポ
唄
を
明

ιし
、
ア

バ
引
日
(
火
)
ま
で
に
参
加
貨
を
振
り

込
み

問
い
合
わ
せ

手
質
問
エ
コ
マ
ラ
ソ

ン
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

宮
0
3

(
3
7
1
4
)
7
9
2
4
(千
円
の

午
前
川
時
か
ら
午
後
5
時
)

※手賀沼公園・水生植物園へは車での来場
を避け、我孫子駅・天王台駅・東我孫子
駅をご利用ください。

※イペント日の10日には‘手賀沼公園田水
生植物園 -阪東パス東我孫子車庫閏に無
料送迎パスを運行します。会場聞の移動
は、無料送迎パスや遊覧船(有料)をご
利用ください。

農業振興協議会

消費者代表

委員を募集

我
孫
子
市
の
特
性
を
生
か
し
た

民
業
振
興
に
消
費
私自の
・立
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
民
業
振
興
協
議

会
の
出
資
者
代
夫
委

μを
H

結
集
し

ま
す
。

こ
の
協
調
会
は
、
出
来
振
興
地

台市
k'ι
H
ト
L
q
b
v
k
戸
川
H
£
吃
T
f
h
J
、、

主
主
側
一
rH
H
ペ
お
汁
川
U
為
責
免

州同
業
経
常
に
凶
す
る
こ
と
な
ど
、

出
来
恨
興
の
た
め
の
胞
鍛
を
協
議

し
ま
す
。

あ
な
た
の
な
川
ん
や
地
パ
を
出
業

第
時
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

イ乍

ク
リ
ー
ン
手
引
出
舵
進
協
議
会
で

は
、
手
幻
川
山
写
い
けパ
コ
ン
ク
ー
ル
の
応

ぷ
作
品
を
必
集
し
ま
す
。

一ア

l
マ

手
釘
沼
と
そ
の
周
辺

規
格

カ
ラ
1
4
ツ
切
り
判
で
繍
向

き
(
ワ
イ
ド
判
も
可
)

J:l 

ロロ

募

集

表

彰

枇
優
秀
社
、
優
秀
賞
、
入
口

応
募
規
定

①
作
品
は
未
発
点
の
も

の
で
、
i
人
3
点
ま
で
②
作
品
は

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん

③
応

必
出
(
下
釘
問
調
に
川
立
)
に
卵
悦

-
h
リ

aな

森川ゲ
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
氾
話

番
号
、
撮
影
場
所
、
崎
山
政
川
、
組

名
を
明
記
し
、
作
品
の
安
田
に
貼

付

@
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用

し
た
作
品
は
、
応
募
票
に
そ
の
旨

を
明
記
。
合
成
や
加
工
な
ど
の
制

集
は
ボ
吋

φ
ル
げが
作
品
は
下
釘

れ
カ
レ
ン
ダ
ー
や
刊
行
物
に
仙
川

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限

6
川
初
日
(
必
府
)

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
技
孫
子

I
8
5
8市
役
所
手
釘
れ
課

・
内

企昨年の入賞作品[秋本番j神尾昭夫さん(湖北台)

線

5
6
8
・
4
6
2

振
興
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
民

2
人

応
募
資
格

市

内
在
住
の
初
段
以

上
で
、
出
来
振
興
に
凶
心
が
あ
る

方
(
仙
の
得
議
会
な
ど
の
委

μ
に

委
附
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
述
胤
く

だ
さ
い
)

選
考
方
法

…革

委

μ会
に
よ
る

レ
ポ
ー
ト
辞
先

協
融
会
の
開
催
回
数

必
嬰
に
応

じ
て
随
時

(
平
日
に
開
催
)

任
期

2
年

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

「我

孫
チ
市
の
特
性
を
活
か
し
た
民
業

損
興
策
に
つ
い
て
」
の
窓
口
ん
や
提

つ
を
8
0
0宇引
制
度
に
ま
と
め
、

ふ
り
が
な

住
所
、
氏
名
、
生
年
川
円
、
性
別
、

職
業
、
一
川
前
併
ハゲ
を
別
記
し
、
6

刀
日
日

(
必
泊
)
ま
で
に
政
孫
子

1
8
5
8市
役
所
山
政
諜

・
内
線

5
1
2
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

。月!日は人権擁護委員のB

人権相談のご利用を

全
国
人
権
擁
護
委
貝
述
合
会
で

は
、
6
月
1
日
を

「
人
権
擁
護
委

以
の
H
」
と
定
め
、
印
有
て
よ
う

，
人
一
人
の
人
楠
意
識
、
思
い
や

る
心
が
築
く
新
世
紀
t
H
を
屯
内
…

H

M
M
に
、
地
本
的
人
椀
の
擁
混
と

人
情
川
和
止
の
将
放
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
法
務
大
肢
が
安
眠
し

た
人
柿
擁
護
委
口
(
下
表
参
照
)

0471地域の市内局番が

来年2月11日から4ケタに

電話加入者の増加に備えるため、来年2月
11日から、柏 (0471)地域の市内局番が現

在の2ケタから4ケタに変わります。
変更後は‘市内や|日0471地域ヘ通話する

ときは‘現在の市内局番の前に f71Jを付け

ることになりますので‘ご注意ください。

歪更日時 平成14年2月11日(祝)午前2時

対射也事 市外局番が凶71の脳議 (我孫子市・

柏市 ・流山市 ・野田市・沼南町 ・関宿町など)

※市外局番が異なる地域から|日0471地域ヘ

通話する場合は、今までと同じです。

問い合わぜ 総務省関東総合通信局電気通信

事業課企03(3243)8633

市役所の代表番号の場合
(これまで)

市外局番 市内局番 加入者番号

0471- 85 ー 11 1 1 
(来年 2月11日から)

市外局番 市内局番 加入者番号

04 -7185-1111 

※市内からかけるときは(7185)1111となります。

平
成
均
年
度
建
築
物
等
実
態
調
査

国
土
交
通
行
で
は
、
都
迫
府
県
や

市
町
村
の
協
力
の
も
と
に
、
6
月
に

「一千
成
旧
年
度
辿
築
物
等
実
態
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
間
流
は
、
批
近
の
建
築
物
や

住
宅
の
建
築
状
況
な
ど
を
調
査
し
、

に
よ
る
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま

-。
寸
ッ

毎
月
部
4
・本
附
日
に
市
役
所
阿

別
館
2
階
而
談
窓
で
開
放
し
て
い

る
ほ
か
、
作
品一Aμ
の
向
宅
で
も
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

相
自川は
M…料
で
、
秘
密
は
附
く

ん
寸
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
慌
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

線
3
7
7

生
活
支
援
諜

・
内

氏 名 住 所 電 話

杉山清吉 湖北台5・5・21(88)4655 

表てる子 白山3・5・27(85)0396 

伊勢佳彦 布佐酉町54-4(89)3414 

中野てる子 柴崎台3・17・20(82)2309 

天利信司 東我孫子1-1・3(85)0185 

v人権擁護委員

6
月
お
白
か
ら
羽
田
は
男
女
共
同
参
画
週
間

凶
や
川以
の
住
宅
行
政
な
ど
の
ル
礎
資

料
を
件
る
こ
と
を
口
的
に
、
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

対
象
家
庭
に
は
、
耶
前
に
通
知
し
、

市
の
挫
築
指
部
課
職

μが
お
伺
い
し

ま
す
。
ご
協
h
M
を
お
願
い
し
ま
す
。

， ， 

闘
査
期
間

円
(
よ
)
ま
で

間
査
区
域

松
戸
、
北
木

6
T
H
、

中
峠

(
い
ず
れ
も

一
部
の
区
域
)

問
い
合
わ
せ

袋

詰

諮

説

・
内
線

6
H川
叩
円
(
円
)
か
ら
却

5
2
6
・

5
2
8

関
連
行
事
を
開
催

.， 

出
火
が
任
い
に
人
怖
を
作
況
し
、

性
別
に
関
係
な
く
例
悦
と
能
刈
を
党

問
仰
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
め
ざ

し
、
引
火
共
同
参
削
法
本
法
が
予
成

け
んヰ

6
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
目
的
や
基
本
思
念
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
年
か
ら

「
男
女
共
同
参
両
迎
問
」
が
設
け
ら

れ
、
全
国
で
催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

図
書
館
本
館
に
ミ
二
コ
ー
ナ
ー

市
民
凶
九
九
川
館
本
館
に
、
児
ん
民
共
同

参
州
に
つ
い
て
の
川
絡
な
ど
を
絡
め

た
ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
を
投
附
し
ま
す
。

期
間
・
場
所

6
刀
L
H
(念
)
か
ら

げ
日
(日
)
市
民
同
バ
館
本
航
押
般

室
内

(月
蹴
円
と
は
け
は
休
館
)

市
民
会
館
で
パ
ネ
ル
展
示

必
本
法
の
条
文
を
イ
ラ
ス
ト
人
り

で
解
説
し
た
パ
ネ
ル
を
脱
-r
小し
ま
す
。

期
間
・
場
所

6
川
円
什
(
火
)
か
ら

m
H
(ヒ
)
市
民
会
館
2
附
ロ
ビ
ー

(
川
附
U
は
休
館
)

ビ
デ
オ
フ
方
1
ラ
ム
の
開
催

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ

ン
ス

(夫
州
問
・
恋
人
間
の
暴
h
H
行

為
こ
を
テ
l
マ
に
、
ビ
デ
オ
ヒ
映

と
恕
み
を
行
い
ま
す
。
(
洋
細
は
、

次
サ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

日
時

・
場
所

6
月
初
日
(卜
ぃ)午
後

l
時
か
ら
3
時
、
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

別
立
共
川
委
州
相
当

・

内
線
2
9
3



(4) 

G
ほ
ぽ
付
防
戸私
)
《
広
ご
起
一

F
川

u
u
r
h
-
L
4
t、
《
〈

j
t園、
鳥
む
J

と

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
序
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・
:
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
宮
(
邸
)
1
1
1
1

で

か

け

て

内

向
田
三
郎
作
曲
組
曲
「
心
の

-

l

凶
季
」
、
三
普
品
細
山
「
唱
歌
の
四

み

ま

ぜ

ん

か

さ

、
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
ほ
か

指
揮

野

杢
止
人

ピ
ア
ノ

党
千
佳
子

費

ひ同山
U
O円

(
全
席
自
由
)

聞

東
宮
(幻
)
0
7
2
6

2001.6.1 

げ
ん
き
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3

a司・

司，

子
ど
も
の
文
化
を
担
う
活
動
を
し

て
い
る
方
た
ち
に
よ
る
お
ま
つ
り
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
ま
す
。

日
・
所

6
月
お
日
(土
)
叩
時
1
日

時
却
分、

湖
北
地
区
公
民
館
、
湖
北

小
学
校
体
育
館

・
校
庭

※
開
催
時
間
中
に
、

天
王
台
駅
前
口

か
ら
無
料
送
迎
パ
ス
を
迎
行
し
ま
す

(約
刊
分
間
隔
)

内

人
形
劇
、
音
楽
会
、
お
は
な
し

会
、
刷
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
、

バ
ン
ド
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ゲ
l
ム
な
ど

費

1
0
0円

(3
歳
以
下
無
料
)

※
大
人

・
子
ど
も
を
問
わ
ず
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

連
絡
先
・
問

栗
原
宮
0
9
0
1
2

4
6
7
1
1
2
3
2
7
 

~ 怠

第

M
回
湖
北
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

第1046号

日

・
所

6
月
げ
日
(
日
)
日
時
間
出
、

湖
北
地
区
公
民
館

(入
場
無
料
)

す
ぐ
ろ

内

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
(
勝
目
美
智
子
、

ゑ
7
・c
・』

浦
町
長
、
昼
野
洋
子
、
太
田
暁
子
、

篠
川
恵
子
ほ
か
)
、
ピ
ア
ノ
独
奏

(須
田
一
将
r
k
)
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
合
奏
、

混
声
合
明
、
女
声
合
唱
、
男
戸
合
唱、

ギ
タ
l
演
奏

(ア
ル
マ

・
デ

・
ギ
タ

ー
ラ
)
、
技
孫
子
フ
ィ
ル
出
発
ほ
か

閉

山
下
宮
(部
)
1
6
7
3

女
声
合
唱
団
「
回
転
木
馬
」

第
4
回
演
奏
会

i
心
の
四
季

i

R
・
所

6
月
M
n
(
円
)
日
時
加
分

間
場

・川
時
間
円
減
、
市
民
会
館

東
洋
蘭
友
の
会
「
山
草
展
」

日

6
月
同
日
(土
)
・
円
臼
(
日
)
9

t寸
t
3
7，
忠
寸

所

市
民
会
館

(入
場
無
料
)

内

山
立
、
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
ア
ワ

チ
ド
リ
ほ
か

間

秋
坂
官
(邸
)
2
3
3
9

小
規
模
福
祉
作
業
所
・
4
工
房

開
設
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
・
所

6
月
刊
日
臼
(
日
)
日
時
1
日

時
加
分
、
市
民
会
館

内

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
と
ボ
サ
ノ

バ
系
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

費

大
人
1
0
0
0円
、
小
学
生
以

下
5
0
0円

主

同
作
業
所
宮
(却
)
1
1
5
3

障
害
者
生
活
支
援
ホ

i
ム

「
パ
レ
ッ
ト
」
ガ
レ
ー
ジ
セ
l
ル

日
・
所

6
月
同
臼
(
土
)叩
時
加
分

ー
は
時
、
パ
レ
ッ
ト
(
新
木
野
3
の

2
の
お

・
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
)

販
売
品

手
作
り
ケ
l
キ
、
ト
l
ル

ペ
イ
ン
ト
作
品
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
等

間

佐
雌
宮
(部
)0
0
9
2

早
稲
田
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
同
演
饗
会

シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ッ
ク
ス

日
・
所

6
月
3
円
(
日
)
同
時
日
分
、

ア
ピ
イ
ホ
l
ル
(
入
場
無
料
)

対

先
泊
1
0
0人

主

我
孫
子
稲
門
会

・
大
塚
宮
(
幻
)

つd
ハU
O
O円，
b

日
:・
日
時
、
所
:・
場
所
、

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

i
学
校
週
5
日
制
関
連
行
事
i

6
月
9
日
(土
)旧
時
1
ロ
時

中
央
公
民
館

ホ
ワ
イ
ト
カ
レ
l
、
サ
ラ
ダ
、

日所内ゼ
リ
ー

対

市
内
の
小
学
生
、
犯
人
(
応
募

者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)

費

4
0
0円

持

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
ふ
き

ん
、
台
ふ
き
ん
、
タ
オ
ル
、
上
服
き

申

屯
話
で

6
月
3
日
(日
)ま
で
に

中
央
公
民
館
宮
(位
)0
5
1
5

j
ぞ
う
り

"つ
く
り

i

学
校
週

5
日
制
関
連
行
事

日
・
所

6
月
9
日
(土
)9
時
却
分

t
H
時
泊
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

ビ
ニ
ー
ル
の
ひ
も
を
使
っ
て
ぞ

う
り
作
り

(参
加
無
料
)

対

小
学
生
(
恕
ナ
で
参
加
可
)

持

ハ
サ
ミ

申

屯
話
で
中
央
公
民
館
宮
(位
)
0

FD
l
FD
 

庭
木
の
手
入
れ
講
座

日
・
所

6
月
初
日
、
7
月
7
日
・

同
日
の
い
ず
れ
も
七
附
日
、

同
時
1

凶
時
、
中
央
公
民
館
(
全
3
回
)

せ
ん
て
い

内

花
、
木
、

生
け

m一等
の
掠
定

対

市
内
在
住
の
男
女
、
知
人

(応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
以
前
受

講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

費

3
0
0円

(3
回
分
)

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
屯
話

番
号
、
講
座
名
を
明
記
し
、
6
月
日

日
(
必
泊
)
ま
で
に
我
孫
子
新
聞
M

中
央
公
民
館
宮
(幻
)
0
5
1
5

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

し

て

み

ま

せ

ん

か

峰
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
な
が
ら
、

い
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

6
月
川
日
(
口
)
9時
1
日
時

市
民
体
行
館

所目

内
:・
内
容
、
種
・:
種
目
、
出
・:
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、

内
屋
内
・
:
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ッ
ゴ

i
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

屋
外

・:
ペ
タ
ン
ク
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
(
雨
天
時
は
対
外
の
槌
自
を
中
止
)

対

小

学
校
河
川
半
年
以
上
の
方

賀

川燃料

(
上
回
胤
き
持
参
)

申

当
日
直
接
会
場
へ

問

教
育
委
只
会
体
育
課
宮
(幻
)7

5
5
5
 

女
性
セ
ン
タ
ー
自
己
開
発
セ
ミ
ナ
ー
E

起
業
家
を
め
ざ
す
女
性
の
た
め
の
鵠
座

日
・
所

7
月
7
日

・
同
日
(土
)叩

時
加
分
1
同
時
日
分
、
県
女
性
セ
ン

タ
ー
(
受
議
無
料
)

内

起
撲
を
考
え
る
女
性
を
対
象
に
、

入
門
編
か
ら
一
渉
進
ん
だ
内
容
で
、

具
体
的
な
起
栄
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

対

県
内
在
住

・
花
助
の
女
性
、

ω

人

(
応
募
者
多
致
の
場
合
は
抽
選
)

申

屯
話
で

6
月
辺
臼
ま
で
に
以
女

性
セ
ン
タ
ー
宮
(刊
)
8
6
0
2

第

百

回

九

十

九

里

は
だ
し
で
歩
こ
う
大
会

日

6
月
目
白
(日
)
7時
加
分
、
市

役
所
本
庁
正
面
玄
関
前
出
発

コ
ー
ス

川
町
太
京
漁
地
か
ら
一
宮

海
岸
ま
で
の
約
7
M

(荒
天
巾
止
)

対

的
人

(
応
非
多
数
時
は
抽
選
)

貨

1
0
0
0円

(当
日
徴
収

・
任

食
は
供
向
で
持
参
)

申

ハ
ガ
キ
に
行
事
名
、
参
加
粁
全

只

(1
枚
に
1
家
族
ま
で
、
グ
ル
ー

プ
の
場
合
は
4
人
ま
で
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
屯
話
番
号
を

明
記
し
、
6
月
ロ
日
(
必
着
)
ま
で

に
古
戸
6
9
6市
民
体
育
館
内
教
育

委
只
会
体
育
課
宮
(幻
)
7
5
5
5

県

民

の

日

記

念

行

事

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
施
設
見
学
会

日
・
所

6
対
日
日
(
金
)
日
時
、
同

時
、
日
時
、
凶
時

(l

M約
叩
分
)
、

京
必
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

(参
加
無
料
)

対

小
学
校
4
年
生
以
上
の
万

(お

子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
で
)

申

不
究
当
日
会
場
へ
(
同
体
で

の
参
加
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
)

間

同
施
設
宮
(お
)
0
1
3
9

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

ワ
イ
ワ
イ
子
ど
も
塾
イ
ン
て
が

日
・
所

7
月
引
日
(土
)1
お
日

(水
)
ま
で
4
泊
5
日
、
手
到
の
丘
少

年
自
然
の
家
と
流
山
官
年
の
家

内

手
口
の
丘
、
流
山
に
2
泊
ず
つ

泊
ま
り
、
飯
ご
う
炊
飯
や
ウ
ォ

l
ク

ラ
リ
ー
な
ど
を
体
験
し
ま
す

対

小
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
生
、

ω人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
)

E

I
万
円

※
事
前
研
修
を
7
月
8
日
(
日
)に
手

口
の
丘
少
年
自
然
の
家
で
実
施
(北

柏
駅
9
時
加
分
発
の
送
迎
パ
ス
あ
り
)

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

学
年
、
話
前
砕
け
万
、
7
月
8
日
の
送

迎
パ
ス
希
望
の
有
無
を
明
記
し
、

6

月
初
日

(消
印
有
効
)
ま
で
に
一T
2

7
01
1
4
5
6沼
南
町
泉
1
2
4

0
の
1
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
君

(引

)
1
9
2
3

同ふ

れ

あ

い

利

根

川

!

歴
史
と
自
然
1
0
0
闘
の
旅

関
宿
城
博
物
館
、
房
総
風
土
記
の

丘
、
大
利
棋
博
物
館
な
ど
利
根
川
流

域
の
9
つ
の
施
設
で
、
カ
ヌ
l
、
巡

視
船
来
船
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、
自
然

散
策
な
ど
を
体
験
。
上
り
A
コ
l
ス、

下
り
B
コ
l
ス
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

日

8
月
7
日
(
火

)5
m
n
(金)
ま

で
3
泊
4
日

宿
泊
場
所

水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家
、
神
崎
背
年
の
家
、
A
・:
流
山

青
年
の
家
、
B
:・手
賀
の
丘
少
年
自

然
の
家

対

小

・
中
学
生
と
保
護
者
、
A
B

各
コ
l
ス
ロ
人
(
応
説
多
致
時
抽
選
)

賢

1
人
9
0
0
0
円
(
初
出
撃
)

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
結
望
の
コ
l
ス、

参
加
者
会
H
H
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
別
記
し
、

6
川
初
日

(必
消
)
ま
で
に
〒
2
7
0
1
0
2

0
1闘
病
町
三
軒
家
1
4
3
の
4
県

立
関
宿
減
博
物
館
宮
(
%
)
1
4
0
0

内 骨r台、 日 時 場 所 問い合わせ

法律相談(予約制)
7(木)、12(火)、14(木)、19(火)、 市民相談室

秘書課
21(木)、26(火)9:30"'15:30 (本庁2階)

※予約は、6月 1日(金)8:30から電話で秘書課へ。

税務相談(予約制)I 15(金)10:00"'15:00 本庁 1階面談 室 収 税 課

※予約は、 6月11日(月)8:30から電話で収税課へ。

人権相談 28(木)10:00-15:00西別館2陪面談室 生活支援課

行政相談 28(木)10:00-12:00市民相 談室 秘書課

不動産相談 8(金)10:00-15:00 市民相談室
建築指導課

住宅相談 8(金)10:00-15:00市民ホール

交通事故相談 11(月)10:00-15:00交通整備課 交通整備課

心の相談(予約制) 7(木)13:30-15:30福祉総合相談室

心の健康クフブ 21(木)14:00-16:00
福祉総合相談室

酒害相談 1(金)13:30-15:00保健センター

アルコール家族教室 8(金)13:30-15:00

健康相談
1(金)10:00-11:15 つつじ荘 つ つ じ荘

8(金)10:00-11:15 西部福祉センター 西部福祉センター

健康・生きがい
12・26(火)10:30-16:00ふれあい福祉センター

づく り相談(予約制) (祉会福祉協議会向かい)

4 '18(月)9 :00-15 :00 ふれあい福祉センター 社会福祉
心配ごと相談 11 (月)9:00-15:00 保健センター 協議会

25(月)9:00-15:00 布佐市民センター本館

結婚相談 3 '17(日)10:00-14:00社会福祉協議会

苦言月の相談等③局⑫ぷぬおωZ属
。リサイクル家具バザー 6月17日(日)10:00~ 13:00 掴選会…13:10 
0リサイクル教室 (時間厳守)

教室名 日 時 定員 参加費 持参するもの等
リフォーム・ リペアー講習会 2日(土)、16日(土) 各日 300円 信理扮仰 1人2脚れ|
イスの張り替え・塗り直し 30日(土)13: 00"'16: 00 5人 張り替える布は各自持参

糸のこ(調味料入れ作り) 8日(金)、22日(金) 名目 300円 なし10・00"'12:305人
布あそび(布のブローチ作り) 8日(金)10:00"'15:007人300同遣う柄の布2枚2伽n四方.義経道異
親子木工 9日(土)13:00"'15・。。 親子

300円 かなづち(ミニプランタ一作り) 7組
トールペイント(リサイクル 10日(日)、23日(土) 各自 500円丸筆・平筆各2本、色つ
したい物に色を付ける) 10: 00'" 12: 00 10人 けするものは各自持参
木工(変形プランタ一作り)13日(水)10 :00"'12・305人300円なし

牛乳パックで正座用 キルァィングか冬物の生地
15日(金)10:00"'15:0。7人300円50cm四方、牛乳パ‘ソク15枚、ミニイス作り

ガムテープ1本、裁縫道異

牛乳パックでハガキ作り 16日(土)1 0 : 00'" 12 : 00 5人300円 パスヲオルまたはタオル2枚

セーターで人野3イ乍り 20日(水)10:00"'15・。。 7人300円古くなった薄手の無地セータ一、
細いリボン30cm、裁縫道具

裂き繕り体験(裂いた古 ①9:30"'12:∞ 各回 500円
柔らかな木綿の古布1m

布を材料にして織ります)26日(火)~li∞'"15・305人 四方、ハサミ
布わら じ作り 27日(水)13:00'" 15: 00 10人300円柔らかな木綿の布、シーツ等

対
・:
対
象

・
定
員
、
持
・:
持
参
、
費
用
:・
費
、
申
:・
申
し
込
み
、
問
・:
問
い
合
わ
せ
、
主
・:
主
催
・
共
催

申し込み…電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに、ふれあい工房
運営協議会宮(86)5500へ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合
は必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催目前日にご連絡ください)

※「今月の相談等」の表に掲載していた 「健康づくりうんどう教室jは、6面保健センターの 「各種健診と健康教室」に掲載場所を変更します。



第1046号

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
(A
I
R
A
)

マ
レ
ー
シ
ア
料
理
講
座

日

6
月
げ
日
(
臼
)
9時
ー
は
時

所

中
央
公
民
飢

い
ん
し
よ
う

諦
師

山
中
削
品
さ
ん

(
マ
レ
ー
シ

ア
出
身
)

対

先
指
叩
人

質

7
5
0円

持

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
低
記
具

申

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
氾
話
番
号
を

明
記
し
、
6
月
旧
日
ま
で
に
我
孫
子

1
4
2
の
l
A
I
R
A事
務
局
宮

(幻

)1
2
3
1
困

(幻

)
2
0
0
5

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

..... 
司，

日

6
月
4
日
か
ら
毎
辺
月
附
臼
同

時
却
分
1
却
時
却
分
(
全

ω回
)

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

費

2
0
0
0円
(
全
ゆ
回
分
)

申

u
mで
我
孫
子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
汗
雌
宮
(制
)2
2
4
1

ti' 

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

a 
日
・
所

6
月
M
日(日)、

7
月
1

口
(
口
)
、
市
民
体
打
航
野
球
場
ほ
か

(悶
天
の
場
介
は
7
刀
8
H
に
延
期
)

種

別

性

の
部

(山
火
山
出
合
可
)
、

女
性
の
部

対

市
内
在
住

・
在
勤

・
在
学
者

賞

1
チ
l
ム
3
0
0
0
円

※
6
月
同
H
は
時
、
市
民
体
育
館
で

代
表
者
会
識
を
開
催

(参
加
賀
持
参
)

申

ハ
ガ
キ
に
チ
l
ム
名
、
組
目
、

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
氾
話
帯
号

を
明
記
し
、

6
月
口
日
(
必
消
)
ま

で
に
湖
北
台

3
2
2富
薮

宮
(問
)8
3
8
6

第
打
回
家
庭
婦
人
親
睦

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

大

会

日
・
所

6
月
沼
口
(
木
)
9時
間
会
、

市
民
体
育
館

種

団
体
戦
(
当
日
く
じ
引
き
で
チ

ー
ム
分
け
、
-
人
で
も
参
加
可
)

対

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

費

I
人
9
0
0円

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
氾
括

骨
芸
明
記
し
、

6
月
比
臼
(
必
む

ま
で
に
天
王
台
5
の
2
の
1
の
4
1

1
帆
杢
川
護

官
(
幻
)
4
4
1
7

市

民

卓

球

大

会

(
硬
式
・
ラ
ー
ジ
ポ
l
ル
)

日
・
所

7
月
i
臼
(
日
)
9時
受
け

付
け
、
市
民
体
汗
館

種

硬
式
・
:
シ
ン
グ
ル
ス
(
中
学
生
、

高
校
生
、
何
歳
未
満
、
何
歳
以
上
、

日
蹴
以
上
の
各
男
女
別
)、
ダ
ブ
ル

ス

(中
学
生
、

一
般
の
各
男
女
別
)

一フ

l
ジ
:
・シ
ン
グ
ル
ス

・
ダ
ブ
ル
ス

の
科
児
女
別
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
年
齢
は
4
刀
1
口
説
在
。
若
い
年

齢
の
種
目
へ
は
出
場
可
。
硬
式
と
ラ

ー
ジ
両
方
へ
は
出
場
不
可

対

市
内
在
住

・
布
助

・
恋

喜

蒜襲?
ロμ1)

守 liÐt~
カ 斗ム;:
旦 とマ

ん

2001.6.1 (5) 

(
湖
北
台

・
1
歳
2
カ
月
)

河Z
村5

珠
里
ち
ゃ
ん

費

1
人
1
種
目
3
0
0円
(
中
学

生
1
0
0円
)

申

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
組
目
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
氾
間
帯
号
、

団
体
名
を
明
記
し
、
6
月
日
日
(
必

指
)
ま
で
に
天
王
台
l
の
ー
の
お
の

6
0
1中
田
英
介
包
(
幻
)
1
4
5
7

倫
理
文
化
開
演
会「
育
ち
あ
う
家
旗
へ
」

5
今、
家
庭
に
求
め
ら
れ
る
も
の
5

日
・
所

6
月
刊
日
日
(
日
)
旧
時
5
分

t
ハ
時
打
分
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

質

1
0
0
0円

問

望
月
宮
(幻
)
8
2
4
5

中
央
学
院
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム

研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日

6
月
6
日
(
水
)
同
時
却
分

t
げ

時
加
分
(
参
加
い
燃
料
)

所

中
央
学
院
大
学

内

社
会
シ
ス
テ
ム
学
の
創
造
と
大

学
の
役
割
・・・人
間
社
会
梢
造
の
変
質

と
新
し
い
社
会
科
学
方
法
論
の
悦
索

対

先
活
2
5
0人

間

同
研
究
所
宮
(回
)
6
5
2
2

h

ほ
し
ゅ
う

臨
時
学
童
保
育
指
導
員

勤
務
時
間

7
月
同
口
(
月
)
4

3

8

月

引
日
(金
)
ま
で
の
、
8
時
か
ら
同
時

の
間
で
、
ー
日
4
時
間
か
ら
8
時
間

所

市
内
の
学
荒
保
育
室

内

児
屯
の
生
活

・
余
暇
指
部

対

は
歳
以
上
で
保
行
の
仕
恨
に
熱

意
を
も
っ
他
山
な
方
、

初
人
程
度

賃
金

時
給
8
8
0
円

申

廠
歴
書

(写
真
貼
付
)
を
6
月

日
円
(金
)ま
で
に
チ
打
て
支
援
課

・

内
線
3
4
7
へ
持
参

国
家
公
務
員
採
用
受
験
者

E
種

(税
務
)
試
験

対

昭
和
話
年
4
月
2
日
1
卸
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方

受
付
期
間

6
月
初
円
か
ら
幻
日

※
巾
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

柏
税
務
純
総
務
課
宮
(特
)
2
3
2
1

お
し
ら
ぜ

県
民
の
日
施
設
の
無
料
開
放

。
市
民
体
育
館
・
・・6
月
9
日
(土
)

対
象
施
設

体
育
館
、
野
球
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト、

武
道
場
、
会
泌
室

※
6
月
1
日
か
ら
予
約
受
け
付
け

間

市
民
体
行
郎
君
(幻
)
1
1
5
5

0
烏
の
博
物
館
・・
・6
月
日
日
(金
)

間

ね
の
博
物
館
包
(釘
)2
2
1
2

献
血
に
ご
協
力
を

我
孫
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

赤
十
字
胤
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血
パ
ス

を
招
き
、
献
血
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

6
月
9
日
(土
)旧
時
5
川
時
代り

分
、
日
時
1
日
時
却
分

所

手
幻
沼
親
水
広
場
第
2
駐
車
場

(
我
孫
子
手
賀
沼
漁
協
隣
り
)

問

我
孫
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
宮
(但
)
7
9
9
6

平
成
均
年
第
2
田
市
誠
会
定
例
会

定
例
会
は
、

6
月
日
日
(月
)
に
開

会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議

・委
只
会
の

日
程
は
次
分
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問

議
会
事
務
局
・
内
線
2
4
2

平
成
同
年
度
教
科
書
展
示
会

場 所 期間

柏市中央公民館 6/26-7/9 
(柏市柏5-8・12) (7/911午前のみ)

東葛飾地方教育センター
(野田市柳沢53) 6122-7/11 

松戸教科書センター (土・日を除く)

(東葛飾合同庁舎内)

時間 9時-16時30分
問い合わせ教育委員会学校教育課

TEL(8ω1151 

中
央
公
民
館
が
刊
月
で
閉
鎖
に

中
央
公
民
館
が
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
雄
投
に
伴
い
、
日
月
1
日
か

ら
閉
鎖

・
取
り
壊
し
に
な
り
ま
す
。

(ゆ
月
ま
で
は
利
用
で
き
ま
す
)

公
民
館
主
催
の
学
級

・
前
座
等
は
、

附
飢
後
も
湖
北
地
区
公
民
館
を
は
じ

め
他
の
施
設
な
ど
に
場
所
を
移
し
、

継
続
し
ま
す
。
ご
迷
夢
乞
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
渡
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は
、

来
年
4
月
の
予
定
で
す
。

問

中
央
公
民
館
宮
(位
)
0
5
1
5

(日
月
以
降
は
湖
北
地
区
公
民
館
宮

(路

)
4
4
3
3
へ
お
願
い
し
ま
す
)

市
民
図

倉吉
葉支

点
検
に
よ
る
休
館

期
間
*
湖
北
台
・
布
佐
分
館
、
そ

よ
か
ぜ
号
:
・6
月
4
日
(
月
)1
日
日

(金
)

*
市
民
図
書
館
本
館
・:
6
月

は
日
(
月
)t
訪
日
(金
)

同

市
民
図
件
館
宮
(um)
1
1
1
0

菊
苗
の
無
料
配
布

6
月
叩
日
(
日
)
日
時

(雨
天
で

も
実
施
)

所
・
問

我
孫
チ
地
区

(中
央
公
民

館
前
)
・:
志
賀
宮
(制
)
7
3
8
6、

湖
北
地
区

(龍
泉
寺
内
)
:・
森
山
宮

(幻

)
0
8
0
0

危

険

物

安

全

週

間

石
油
類
な
ど
の
取
り
扱
い
に
注
意
を

6
H川
3
日
(
円
)
か
ら
9
H
(土
)
ま

で
「
危
険
物
め
ざ
す
ゴ

l
ル
は
無
災

害
」
を
全
国
統

一
概
諸
に
「
危
険
物

安
全
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

石
油
類
な
ど
の
危
険
物
は
、
工
業

製
品
の
原
料
や
自
動
車
な
ど
の
燃
料

と
し
て
U
常
生
前
に
不
可
欠
な
も
の

で
す
が
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
危
険
物

に
よ
る
事
故
や
災
害
は
、
そ
の
多
く

が
人
的
ミ
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
ま
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
方
は、

こ
の

日

迎
問
を
機
に
保
安
体
制
の

一
一回の
確

立
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
家
庭
の
皆

さ
ん
も
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
安
全
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
消
防
者
で
は
年
間
を
迎
し

て
、
危
険
物
施
設
へ
の
立
入
検
査
を

行
い
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

間

消
防
本
部
予
防
諜
宮
(引
)
7
7

0 
2 「

ド
リ
ー
ム
商
品
券
」
発
売

湖
北
台
各
凶
脂
会
の
有
志
な
ど
が
、

1
枚
5
0
0円
の
商
品
券
を
発
売
。

通
し
帯
同
す
に
よ
り
抽
選
を
行
い
ま
す
。

発
売
日
時
・
所

6
月
2
日
(
土
)問

時
、
日
時
、
湖
北
駅
前
口
・
翠
忠
明

務
時
前
(
ス
ー
パ
ー
伊
勢
角
並
び
)

商
品
券
を
利
用
で
き
る
お
庖

湖
北

台
周
辺
の
約
1
0
0庖
の
商
庖
な
ど

抽
選
日
時
・
所

6
月
同
日
(
土
)
日

時
、
湖
北
台
中
学
校
体
行
館
(
特
日

3
3
等
は
会
場
に
来
た
方
の
み
対
象
)

商
品
券
使
用
期
間

抽
選
会
終
了
後

か
ら
7
月
叩
日
ま
で

間

ド
リ
ー
ム
商
品
券
発
行
委
只
会

世
話
人
代
表
岡
田
宮
(邸
)
3
0
0
0

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

日

6
月
初
日
(
土
)
ロ
時
叩
分
1
日

時
泊
分

(失
効
:・同
時
加
分
ま
で
)

所

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対

免
許
の
有
効
期
間
が
日
年
7
月

6
日
か
ら
同
年
6
月
却
口
ま
で
の
方

費

吏
新

:i
万
1
0
0
0円
、
失

効

:
i万
6
0
0
0円

(訂
正

・
紛

失
は
別
途
1
万
円
)

申

印
鑑
、
写
其
2
枚

(3
m
×
3

m)
、
免
許
証
の
コ
ピ
l

(余
白
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
)
を
持
参
し
、
6
月
初
日
ま
で
に

直
接
、
我
孫
子
新
田
辺
の
7
の
引
小

池
勇
宮
(位
)
1
0
1
5
(持
参
で
き

な
い
方
は
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
郵
送
)

4
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

|場所 作品・作者
湖北台

編み物25点…松永ナナコ(船戸)分館

絵画展(身体障害者福祉センター絵画グループ)
布佐 杉浦吉子、石井孝、岡田清光、菊地博、倉林昭、
分館 田村主、辻カツ子、中西英巳、藤島百、増田久、

加々美京子、水上清治、谷津由紀子、脇本信博

展示期間…6月16日(土)から 8月1日(水)まで

。
市
民
図
書
館

。
湖
北
台
分
館

。
布
佐
分
館

。
移
動
図
魯
館

市
山

(
町
山

)
1
1
1
0

m
(貯
)
3
0
5
5

m
(
ω
)
1
3
1
1
 

m
(肝
)
0
9
0
9

vおはなし会

場所 日 時

市民会館 7日(木)
16:00-16:30 

布佐分館 28日(木)
16:00-16: 30 

湖北台分館 22日(金)
16: 00-16:20 

※対象…4歳から9歳までの方

'9'6月のミニギャラリ ー

g，B号よかぜ号 6月の閥荒天中止)

曜日 日 場 所 時間

中峠亀田谷公園 13:20~13:50 

水 20 浅 野 谷 3号公園 14:1 O~14:40 

柴崎台 4号公園 15:00~16:00 

新木北公 園 13:20~13:50 

木 21 身体障害者福祉センター 14:00~14:30 

湖北地区公民館 14:50~15:30 

金 22 
久寺家あけぼの公園 14:00~14:45 

つくし野4号公園東側入口 15:00~16:00 

水 27 
ケンタyキー7ライドチキン駐車場 14:00~15:00 

台回池尻公園 15:20~16:00 

木 28 天王台東児童公園 14:00~14:50 

白山中学校裏門入口 15:20~16:00 

金 29 
根p近隣センタ ー 14:00~14:40 

つくし野4号公園東側入口 15:00~16:00 

6月の市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

第11回我孫子市手工芸展 2 日(土)~4 日(月)

荻野 TEL(88)0968 
1 0:00~17:00 
4日は16時まで

自由な空間展 9 日(土)~13 日(水)
花 ・陶芸・写真・刺繍・音・絵

ゅうゆうゆう 1 0:00~18:00 

あびこ友優遊加藤TEL(69)9063 13日は16時まで

きゅうびかい 16 日(土)~20 日(水)
鳩美会油絵展 1 0:00~18:00 
田崎 TEL(82)0826 20日は17時まで

四季・手賀沼讃歌(写真個展)
23日(土)~27 日(水)
1 0:00~18:00 

斉藤 TEL(82)4864 27日は17時まで

花展 「四季の花便り」
マナコフラワー我孫子スタジオ 1 0:00~18:30 

曾j畢 TEL(82)8585 7/3日は17時まで

入場無料
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心
の
病
気
を
持
つ
方
の
家
族
を
対

象
に
、
「
心
の
他
府
ク
ラ
ブ
」
を
毎

月
第
3
月
山
明
日
に
削
他
し
ま
す
。

心
の
病
気
は
、
遺
伝
で
も
育
て
方

の
せ
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の

心
の
問
題
を

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
仲
間
と
一
緒
に

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は

回
く
守
ら
れ
ま
す
。
(
参
加
無
料
)

日
時

・
場
所

6
月
時
日
(
月
)
午
後

2
時
か
ら
4
時
、
保
他
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

不
安
(
直
接
会
場
へ
)

.. 
司，tit 怠第1046号

受
付
期
間

6
月
1
日
(
金
)
か
ら
訪

日
(
金
)
〈
土

・
日
昭
日
を
除
く
〉

受
付
場
所

子
育
て
支
援
謀
児
蛍
家

庭
担
当
(
市
役
所
西
別
館
2
階
)

※
支
所
な
ど
で
の
出
張
受
け
付
け
も

行
い
ま
す
。
(褒
1
参
照
)

新

た

に

受

給

を

希

望

す

る

方

は

申

請

を

申
鯖
場
所

子
打
て
支
援
諜
(
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
)

受
給
資
格

市
内
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
し
、
所
得
が
所
得
制

問
い
合
わ
せ

内
線
4
2
1

相
祉
総
合
相
談
室

子
宮
が
ん
検
診

受
診
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程

6
月
幻
自
(
水
)

場

所

保

健
セ
ン
タ
ー

内
容

問
診
、
子
宮
頚
部
細
胞
診

対
象

・
定
員

初
歳
以
上
の
女
性
、

先
活
1
4
0人

費
用

4
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

屯
話
で

保
他
セ
ン
タ
ー
宮
(幻
)
1
1
3
1
へ

限
限
度
額
(
表
2
参
照
)
未
満
で
、

義
務
教
育
就
学
前

(
6
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
)
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

支
給
月
額

*
l
子
目

・
2
子
自
・:

各
5
0
0
0円

*
3
子
目
以
降
・:

各
1
万
円

支
給
開
始
月

申
的
手
続
き
の
翌
月

分
か
ら

持
参

①
印
鑑
②
屯
水
者
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
③

泊
求
者
が
国
民
年
金
加
入
の
方
は
年

金
手
帳
。
被
用
者
年
金
(
厚
生
年
金

v表1出張受け付けの日程

場所 日時

つくし野支所 6月11日(月)13時30分~16時

は
吋
院
町

内

〆

島

内

h
u

分

分

《

H
u
n
H
v

n
‘u
n
‘u
 

時

時

n
u
d
n喝
U

-火口同
門

/
』

同
門

戸

hu所支ムロ
L
Flw 

」
1
4

凋州

滞lt地区公民館 6月13日(水)9 時30分~12時

布 佐 支所 6月13日(水)13時30分~16時

口
腔
保
健
週
間

6
月
4
日
か
ら
ゆ
日
は
、
口
腔
保

健
迎
間
で
す
。
「
曲
が
つ
く
る
こ

こ
ろ
の
元
気
か
ら
だ
の
元
気
」
を

即
時
に
、
凶
M
W
M心
M
U迎
助
(
叩
成
で

初
本
の
歯
を
保
と
う
)
を
広
め
、
歯

の
他
康
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

保
他
セ
ン
タ
ー

宮

(幻
)
1
1
3
1

家
庭
児
童
相
談
室

家
庭
児
並
相
談
室
で
は
、
子
育
て

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

幼
児
の
し
つ
け
、
登
校
拒
否
、
拒

食

・
過
食
、
非
行
、
指
待
、
家
庭
内

暴
力
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

v表2児童手当の所得制限限度額

扶養親旗数 児童手当 特例給付

0人 301万円 460万円

1人 339万円 498万円

2人 377万円 536万円

3人 415万円 574万円

4人 453万円 612万円

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
毎
迎
月
陥
か
ら
金
附
日
午
前

川
時
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か
ら
4

時
(
祝

・
休
日
を
除
く
)

場
所

・
問
い
合
わ
せ

家
庭
児
立
相

談
室
(
市
役
所
西
別
館
2
附
)

・
内

線
3
5
2

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
聾
成
講
座

専
用
車
両
を
使
っ
て
、
障
害
者
や

歩
行
の
困
難
な
方
の
通
院
を
お
手
伝

い
す
る
「
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

養
成
し
ま
す
。
(
参
加
無
料
)

目
時

・
場
所

6
月
日
日
(
水
)、
日

日
(
金
)、
羽
田
(
水
)、
幻
自
(
金
)、
幻

自
(
水
)
の
い
ず
れ
も
午
前
川
時
か
ら

正
午
(
全
5
回
)
、
市
民
会
館

内
容

車
イ
ス
の
使
い
方
、
車
両
の

操
作
方
法
、
歩
行
介
助
の
仕
方
ほ
か

対
象

・
定
民
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
の
方
、
先
前
知
人

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

氾
話
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
(お
)
5

2
3
3
へ

地
時
生
活
支
擁
を
考
え
吾
学
習
会

日
時

6
月
同
日
(土
)
午
後
1
時
か

ら
3
時
泊
分

(参
茄
無
料
)

場
所

布
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

(
旧
布
佐
区
画
整
理
事
務
所
)

内
容

「
ハ
ン
デ
を
持
っ
た
人
が
普

通
に
生
活
す
る
に
は
」
を
テ
l
マ
に

し
た
学
習
会
と
懇
談
会

申
し
込
み

不
安
(
直
接
会
場
へ
)

問
い
合
わ
せ

同
協
説
会
宮
(即
)
2

1
1
9
(月
・
水
・
金
剛
日
)

6月は動物の正しし1鋼い方推進月間です
。飼っている動物には飼い主がわかるように名札な

どをつけてください。飼い犬の首輪には、鑑札と狂犬

病予防注射済票をつけましょう。

。動物を虐待したり、捨てたりすると法律により罰せ

られます。子どもをふやすつもりのない犬や猫には、

不妊・去勢手術を受けさせましょう。

。県条例で定められた「危険な動物J(クマ、サjレ、イ

ヌワシ、力ミツキガメなど)を飼うときは、保健所で

許可を受けてください。

。犬は放し飼いにしないで必ずつないで飼いましょう。

散歩や運動をさせるときは、引き網をつけ、散歩中の

フンは必ず持ち帰ってください。

問い合わせ 柏保健所会(67)1255

⑩

犬

の

飼

い

方
・
し
つ
け
方
教
室
(
基
礎
講
座
)

※5人目以降、 1人増すごとに38万円を加算

日
時
・

場
所

6
月
初
日
(
土
)午
前

川
時
か
ら
午
後
0
時
却
分
、
流
山
市

北
部
地
域
男
話
(流
山
市
京
深
井
)

内
容

③
宇
科

講

習

定

範

演

技

③
同
伴
犬
の
実
技
訓
練

(
要
予
約

・

雨
天
中
止
)

定

員

犯

人

(
う
ち
同
伴
犬
の
実
技

訓
練
は
初
人
)

※
応
門
事
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費

8
0
0円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ

ガ
キ
に
救
寄
名
、
住
所
、
氏
名
、
屯

話
砕
号
、
犬
同
伴
希
望
の
有
無
、
犬

の
秘
類

・
雄
雌

・
年
齢
、
相
談
内
容
、

返
幻
面
に
あ
て
先
を
明
記
し
、

6
川

8
U
(必
新
)
ま
で
に
干
2
7
7
1

0
0
0
5柏
市
柏
2
5
5柏
保
健
所

生
活
術
生
課
宮
(釘
)
1
2
5
5
へ

@ 健康メモ

口
腔
由
来
の
主
要
原
因
物
質
は、

硫
化
水
索
、
メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
、

ジ
メ
チ
ル
サ
ル
フ
ア
イ
ド
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
歯
周
病
、
口
内

d
p』
つ
れ
』
い

炎
、
音
松
(
舌
の
よ
ご
れ
)
な
ど
に

よ
り
生
産
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
雌
・恨

の
誌
が
少
な
い
と
、
口
共
は
強
く
な

り
ま
す
。

全
身
疾
忠
と
し
て
は
消
化
器
系
疾

忠
や
呼
吸
器
系
疾
忠
な
ど
が
あ
り
、

さ
ら
に
代
謝
性
疾
忠
と
し
て
糖
尿
病
、

尿
毒
症
、
肝
硬
変
な
ど
は
か
な
り
病

状
が
進
行
し
た
と
き
に
み
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
手
軽
な
口
臭
対
策
で
す
が
、

一
帯
主
要
な
こ
と
は
口
の
中
を
出
潔

に
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
口
臭
の
原

因
の
大
部
分
は
、
口
腔
内
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
口
脱
疾
忠

(
歯

周
病

・
む
し
歯
な
ど
)
の
予
防
に
宜

嬰
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
共
気
物

質
の
発
生
加
と
な
る
細
菌
を
除
去
し
、

臭口
こ
う
く
う

口
山
内は
、
口
腔
(
口
)
を
迎
っ
て
出

て
く
る
気
体
の
う
ち
、
生
理
的
な
も

の
病
的
な
も
の
を
間
わ
ず
、
不
快
な

に
お
い
(
悪
品
)
の
総
称
と
定
義
さ

れ
、
口
腔
内
に
由
来
す
る
局
所
原
因

と
、
疾
忠
に
由
来
す
る
全
身
的
原
因

と
に
分
溜
さ
れ
ま
す
。

6月の各種健診と健康教室
保健センター TEL(87)1131 
Z頁 目 期日 対 象

しあわせ学級 妊娠20週-27週
1目、8日、15日 の方 (3日目は

(マタニテイクラス) 夫や家族も)

4カ月児相談 5日、12日 平成13年1月生まれ

育児相談 20日 乳幼児の育児につl

いて相談のある方

小児マヒ生ワクチン 5日…12年12月生まれ(1回目)

(ポリオ)役与 19日・・1投3年与3し月た6方日に1回目を

l歳:6カ月児健康診査 7日、14日 11年11月生まれ

2議8カJj児歯科健診 28日 10年10月生まれ

3歳児健康診査 7目、14日 9年11月生まれ

離乳食教室 28日 乳児のいる母親
*電話で予約 (先賢30人)

屑こり・腰痛教室 11日、18日、25日l白こり・腰痛の方

栄聾根談(要予約) 随時 指潟を受けたい方

※該当者で通知が届かない方はご連絡ください

健康づく り|13日(水)I布佐南公園(雨天時別会場)

うんどう教室115日(金)I天王台西公園(雨天中止)
時間…10時-11時

柏保健所 TEL(67)1255 
未熟児等発達絹設

28日
発達の遅れが心配な

本電話で予約{地域指司祭) 1歳までのお子さん

療育相談 28日 整形外科的に心配のあ
る18歳未満のお子さん

アルコール悩みごと相震 4目、18日 アルコール問題を
抱えた本人、家族

心の健康相談
1日、 8目、精神病、精神神経
15目、22日 症で悩んでいる方

※[心の健康クラブjと「酒害相談・家族教室Jの日程は、 4面の「今月の相談等jの表に掲載場所を変更します。

日曜祝日に病気・樹高になったら

休日診療所ヘ

診療科目 内科・小児科 ・歯科

受付時間…午前9時から11時30分
午後 1時から 4時30分
※歯科は午前中のみ

持 参健康保険証と診療費

電話番号 (87)7020(診療時間内のみ)

6月の二次救急病院(休日・夜間当番病院)

健
康
と
彊
祉

現

況

届

隠

お

早

め

新
た
に
対
象
と
な
る
方
は
申
請
を

児

重

手

当

や

特

例

給

付

を

受

給

さ

な

ど

)

に

加

入

の

方

は

事

業

王

に

よ

れ
て
い
る
方
は
、
毎

年

現

況

届

を

提

る

年

金

加

入

証

明

哲

ま

た

は

年

金

手

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

帳
と
健
康
保
険
証

@
平
成
日
年
l

期

限

内

に

提

出

し

な

い

と

、

受

給

月

2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

資
格
が
あ
っ
て
も
、
6
月

分

か

ら

の

前

住

所

地

の

役

所

が

発

行

し

た

平

成

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

日
年
度
児
訳
手
当
用
所
持
証
明
容

注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
ロ
年
度
の
申
加
で
所
作
超
過

ま

た

、

新

た

に

児

訟

手

当

や

特

例

で

却

下

さ

れ

た

方

や

、
は
年
中
に
扶

給
付
の
受
給
を
お
望
さ
れ
る
方
は
、

挫
親
族
が
増
え
た
方
は
、
は
年
中
の

中
山
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
で
の
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、

現

在

受

給

中

の

方

は

再
度
申
泊
し
て
く
だ
さ
い
。

現

況

届

け

の

提

出

を

問

い

合

わ

せ

子
宮
ム
議
諜
児
童

家
庭
担
当

・
内
線
3
4
7

臭
気
物
質
も
洗
い
流
し
、
消
臭
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

立
外
に
日
比
落
と
さ
れ
る
の
が
舌
苔

で
、
歯
周
病
と
と
も
に
口
臭
の

2
大

原
因
の
1
つ
な
の
で
す
。
舌
苔
を
除

去
す
る
に
は
歯
ブ
ラ
シ
を
則
い
て
も

よ
い
し
、

柔
ら
か
い
ガ
i
ゼ
や
タ
オ

ル
を
指
に
巻
い
て
ぬ
ぐ
い
と
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
批
近
で
は
舌
苔
除

去
用
の
舌
ブ
ラ
シ
も
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
。口

の
中
が
乾
燥
し
や
す
い
人
は

一

時
的
に
し
ろ
水
で
洗
口
す
る
だ
け
で

も
消
臭
効
川市
が
あ
り
ま
す
。
近
ご
ろ

注
目
さ
れ
て
い
る
お
茶
か
ら
州
出
さ

れ
る
カ
テ
キ
ン
は
、
殺
菌
効
県
や
愉

い
消
臭
作
用
も
あ
る
の
で
、
口山
口内が

気
に
な
る
と
き
は
お
茶
を
飲
む
こ
と

に
よ
り
、
口
腔
内
の
乾
燥
を
防
ぎ
、

消
山
口
点
効
扶
も
朋
待
で
き
る
よ
、
つ
で
す
。

問
い
合
わ
せ

技
孫
子
市
歯
科
医
師

会

・
関
谷
宮
(幻
)
6
2
3
3

巴100この広報紙は古紙100%再生紙を使用しています

日 病院名 電話

3日 我孫子つくし野病院 84・2211

10日我孫子東邦病院 82-8166 

17日 アビコ外科整形外科病院 84-7321 

24日我孫子聖仁会病院 88・3111


